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｢富地域高齢女性のパーソナル ･ネットワークと
主観的幸福感調査｣の基礎分析
野連 政雄
筆者は,2006年 2月に高齢女性を対象にして岡山県鏡野町富地域 (旧,富村)において
パーソナル ･ネットワークや集団加入に関する調査を実施した｡本稿では,この調査の概要
を説明し,単純集計表を提示した｡そして,このデータを用いて,富地域への流入過程,身
体的健康,身体的活動能力,モラ一ル,生活満足度,各種の集団への加入,町内会などがお
こなう活動への参加,パーソナル ･ネットワークについて検討をおこなった｡ 
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1 本稿の目的 域高齢女性調査では,岡山市高齢女性調査や高梁市
人々は,同居家族,別居している親族,近所の人, 高齢女性調査と同じ質問を用いて調査を実施した｡
友人,職場の上司や同僚などと社会関係 (-人間関 これによって,地方中核都市や地方小都市に住む高
係)を取り結んでいる｡ ある個人が取り結んでいる 齢女性との比較で,山村に住む高齢女性のパーソナ
社会関係の全体はパーソナル ･ネットワークと呼ば ル ･ネットワークの特徴を明らかにしようとした｡
れている｡ 筆者は,これまでに地方中核都市である 本稿では,富地域高齢女性調査の概要を説明し,早
岡山県岡山市 (野遠ほか 1996)と地方小都市であ 純集計表を提示する｡ そして,この単純集計表を検たかはし
る岡山県高梁市 (野連 2006)で高齢女性のパーソ 討することから得られた知見を解説する｡ 
ナル ･ネットワークの調査をおこなった｡さて,富
村 (現在,鏡野町富地域)は備中町 (現在,高梁市 2 研究目的と研究枠組み
備中町)とともに高齢化率が岡山県の中できわめて 筆者はこの調査で次の 3点を探究しようとした｡
高かったので,筆者はかねてより富村の高齢者の問 ①山村で暮らす高齢女性はどのようなパーソナル ･
題に関心を持っていた｡2005年 3月 1日に,富村 ネットワークを組織しているか｡②高齢女性のパーとまた かみさいばら
は同じ苫田郡内の鏡野町,奥津町,上斎原村と対等 ソナル ･ネットワークは,どのような要因によって
合併し,鏡野町富地域となった｡筆者は,2006年 規定されているか｡③高齢女性の主観的幸福感 (モ
2月に鏡野町富地域においてパーソナル ･ネットワ ラールや生活満足度)は,どのような要因によって
ークの調査を実施することができた｡ (以下では, 規定されているか｡調査では,これら 3点を探究す
この調査を ｢富地域高齢女性調査｣と呼ぶ｡)富地 ることをめざした｡
図 1 研究枠組み
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以上の 3点を追究するために筆者が設定した富地
域高齢女性調査における研究枠組みは,図 1のよう
になる｡ この研究枠組みは, (1)個人の属性 (階層
的地位,居住期間など),(2)身体的健康 ･身体的
活動能力, (3)パーソナル ･ネットワーク (社会関
係を取り結ぶ相手の人数,間柄,居住地,交際頻度,
親密度,サポートの種類など)と集団加入, (4)主
観的幸福感,の 4つの変数群からなる｡ そして,こ
れら4つの変数群の間に,①個人の属性と身体的健
康 ･身体的活動能力によってパーソナル ･ネットワ
ークと集団加入が規定されている,②個人の属性 ,
身体的健康 ･身体的活動能力,およびパーソナル ･
ネットワークと集団加入は主観的幸福感に影響を及
ぼす,という 2つの因果関係を想定している｡
図 2 鏡野町富地域の地域図 
3 調査地の概要
図 2は鏡野町富地域の地図である｡ 富地域は,岡
山県の北部にあり,苫田郡の西端に位置する｡ 富地
域は東西約 115キロ,南北約 1
め き 
. 1キロあり,面積は
76.13平方キロである｡ 富地域の東部には,目木川しらが
とその支流の自賀川が北から南へ流れている｡ また,
富地域の西部には,余川が北から南へ流れている｡
谷底平野がこれらの川の流域に形成されている｡ 集
落や田畑は主に谷底平野にある｡ 目木川に沿って県
く せ
道富東谷 ･久世線があり,余川に沿って県道久世 ･ちゅうか
中和線がある｡ 富地域の中央部を県道湯原 ･奥津線
が横断し,県道富東谷 ･久世線と県道久世 ･中和線
とを結びつけている｡ 富地域の北部には,1000メ
たまらずがせん のりさち ふ え い おおぞら
ー トルほどの不溜山,乗幸山,富栄山,大空山,
萩 山と
あられがせん
いった山々がそびえ立っている｡
おお
富地域は富仲間,富東谷,富西谷,大,楠の 5つ
の大字か
おおあぎ
ら構成されている｡ 行政のために,富地蟻
政雄
は 10の地区に分かれている｡ 地区長がそれぞれの
地区から選出され,町役場と地区との間の連絡役と
なっている｡
自賀川が目木川に合流する付近が富西谷の宮原,
鍛冶屋,札場であり,富地域の中心部となっている｡
このあたりには,富振興センター (かつての富村役
場),鏡野町富総合福祉センター,富保育園,富小
学校,富中学校,駐在所,富郵便局,農協,森林組
合の事務所がある｡ 診療所が富総合福祉センターの
中にあり,内科医と歯科医が常駐している｡ また, 
2軒の商店 (よろず屋), 1軒の酒店, 3軒のガソ
リンスタンド (1つは農協のガソリンスタンド),
農協の店舗, 1軒の理髪店, 1軒の美容院がある｡
住宅がこのあたりに集中しており,町営住宅もある｡
江戸時代中期の農家の代表的な家屋である旧森江家
おお
住宅が大から富振興センターの裏に移築 ･保存され
ている｡ この旧森江家住宅は,国の重要文化財に指
定されている｡ たたら展示館が旧森江家住宅の隣に
あり,余川上流にあるのとろ原キャンプ場の近くの
遺跡から出土した当時の道具や製品を展示してい
る｡ 布施神社が宮原にあり,県重要無形民俗文化財
であるお田植え祭りが毎年この神社で盛大におこな
われる｡ 宮原の東隣にある富東谷の馬場と重定は広
い谷底平野となっており,水田が広がっている｡
中心部以外のところに数十戸が集まった大きな集
落もあるけれど, 2･3戸 しかなく,隣の家まで 
500メー トルほども離れているような孤立した集落
もある｡ 中心部以外のところには,商店はまったく
ない｡若い住民は久世や津山市などへ車で行って,
買い物をしている｡ 多くの高齢者は富地域内を走る
福祉バスに乗って中心部へ行き,そこにある商店や
農協の店舗で買い物をしている｡ 車に食料品を積ん
で来て販売する移動スーパーも週に 1度ほど富地域
に来る｡ また,生協の共同購入を利用して,自宅に
食料品を届けてもらうこともできる｡ 移動スーパー
で購入したり,生協の共同購入を利用したりする住
民もいる｡ 
1889年 (明治 22年)の市制町村制施行によって,
おお
富仲間村,富東谷村 ,富西谷村,大村,楠村が合併
して,富村は成立した｡ 1900年 (明治 33年)に,
富村は苫田郡に属することとなった｡前述したよう
に,富村は2005年 3月 1日に同じ苫田郡内の鏡野
町,奥津町,上斎原村と対等合併し,鏡野町富地域
となった｡ 
2005年現在,富地域の人口は 778人,世帯数は 
28戸である｡ 5 .%,8 1歳未満の年少人口の割合は97
65歳以上の高齢人口の割合は3. (国勢88%である 
調査による)｡2005年現在,農家数は 158戸であり, 
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そのうち,自給的農家は38戸,販売農家は 120戸で
ある｡ 販売農家のうち,専業農家は30戸,第 1種
兼業農家は 18戸,第 2種専業農家は 72戸である 
(農林業センサスによる)｡2004年における水稲の
作付面積は78ヘクタールである (農作物収穫量調
査による)｡富村では林業がかつて盛んであった｡ 
2005 ,3ヘクター年における富地域の林野面積は725
ルである (農林業センサスによる)｡
富地域の中には,農業以外に就業先があまりない｡
主な就業先は,町役場,学校,郵便局,農協,森林
組合くらいである｡ そこで,富村役場は財団法人富
ふるさと振興公社を設立し,｢登美山荘｣(宮原にあ
る宿泊施設),｢のとろ原キャンプ場｣,｢のとろ温泉
天空の湯｣の経営,ひらめ (あまごをこの地域では
ひらめと呼ぶ)の養殖と加工をおこなうことによっ
て,就業機会を創出していた｡のとろ原キャンプ場
とのとろ温泉天空の湯は余川の上流にある｡
しかし,富ふるさと振興公社による経営は,収益
をあげるという点でうまくいっていなかった｡登美
山荘の宿泊者は少なく,経営は赤字であったが,こ
れまで赤字を補填するために,補助金がもらえた｡
町村合併後,補助金をもらえなくなったので,登美
山荘の経営は2008年 3月末でやめることになった｡
また,2008年 4月からは,富ふるさと振興公社に
代わって,第三セクターの会社がキャンプ場と温泉
の経営,および,ひらめの養殖と加工にあたること
になった｡これによって,鏡野町役場は収益を重視
した,より効率的な経営をさせようとしている｡
鏡野町役場は富地域の中を走る福祉バスを運行し
ている｡ 主に高齢者がその福祉バスを利用して,中
心部にある診療所,富総合福祉センター,商店など
へ出かけて行 く｡ 2005年の町村合併以前には,富
村役場は宮原とJR津山駅との間に 1日1往復バス
を運行していた｡また,中鉄美作バスは富村役場か
ら補助金をもらって,宮原とJR勝山駅との間およ
び大倉 (余川沿いにある集落)とJR勝山駅との間
に 1日 1往復バスを運行していた｡町村合併後,鏡
野町は補助金を出すのをやめたので,中鉄美作バス
によるバスの運行は 2007年 1月で廃止となった｡
代わりに,鏡野町役場は宮原と勝山高校との間 (県
表 1 各質問の位置づけ
変 数 群
(1)個人の属性
() 身体的活動能力2健康度･
(3)パーソナル･ネットワー クと集団加入
(4)主観的幸福感
-
道久世 ･中和線経由)に 1日1往復バス (乗合タク
シー)を運行し始めた｡ 2008年 3月現在,バスが
宮原とJR津山駅との間および宮原と勝山高校との
間を 1日1往復運行している｡ 富地域と外の地域と
を結ぶ公共交通機関は,この 2つのバスの便だけで
ある｡ 
4 調査方法
調査対象者を富地域に居住する65歳以上 80歳未
満の女性とした｡ 住民基本台帳によれば,2006年 
1月 18日現在,その年齢帯の高齢女性は富地域に 
125人いた｡富地域高齢女性調査では,その高齢女
性すべてを調査した｡ 2006年 2月初めに調査依頼
の葉書をその 125人に発送した｡そして, 2月末日
までの間に,富地域の民生委員が該当する高齢女性
を訪問し,面接によって調査をおこなった｡調査対
象者を 3回訪問しても,不在等で調査ができない場
令,それ以上の訪問を行わなかった｡開きもらしな
ど記入が不完全な調査票があったが,筆者が再訪問
によって不明な点をただした｡有効票数は 104であ
り,無効票数は21であった｡ 無効票の内訳は,入
院 9,施設に入所 3,病気のため回答できず 2,不
在 1,死亡 1,拒否 5であった｡回収された有効乗
数を該当する人がいた調査対象者数 (死亡を除いた 
124)で割った割合を回収率とすると,回収率は 
839 入院あるいは施設に入所している12.%である｡
人は富地域の外に住んでいて,住民登録を富地域に
しているだけであるから,富地域にいる調査対象者
はほとんど調査できたといえる｡
筆者は調査票だけでなく,質問の回答の選択肢を
書いた回答カードも作成した｡そして,調査員は質
問を読み上げながら,回答カードを示すことで,回
答者が質問に答えやすくする配慮をした｡ 
5 単純集計表
既に提示した図 1の研究枠組みにもとづいて,そ
れぞれの変数群を尋ねる質問を作成した｡表 1に,
それぞれの変数群と調査票の質問の対応関係を示
す｡以下では,質問とその回答の単純集計表を提示
してゆくが,選択肢ごとに表示された数字は,それ
質 問 番 号 
間 1-間 7,間24-間26､間42-間62
 
間19,間21
 
間 8-間18､間27-間41
 
間20,間22,間23 
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ぞれを選択した人数であり,括弧内の数字は全回答
者 104を母数としたパーセンテージである｡ 間 9の
ような選択質問についてのパーセンテージに,注意
が必要である｡ 間 8で町内会に ｢加入している｣と
答えた回答者のみが間9に回答しているけれど,間
9の各選択肢に示されたパーセンテージは間 8で町
内会に ｢加入している｣と答えた人数を母数とした
割合でなく,前述の 104人を母数としたパーセンテ
ージである｡ ところで,間 10のような複数回答が
認められた質問では,選択肢のパーセンテージの合
計が 104にならないことは言うまでもない｡
調査では,出生地 (間 1),10代をすごした場所 
(間 5),前任地 (間 6),社会関係を取 り結ぶ相手
の居住場所 (間 35),子供の居住場所 (間 37),き 
8 1 2) 308 1
Ltrn
(ク
図 3 平成の大合併以前の岡山県 
ようだいの居住場所 (間 39)を質問した｡そうし
た場所が岡山県内であるとき,市町村名も尋ねた｡
より正確に場所を特定できるから,平成の大合併以
前の市町村名で岡山県内のそうした場所を記録し
た｡図 3は,平成の大合併以前における岡山県の地
図である｡ また,平成の大合併以前,それぞれの郡
はどの町村から構成されていたかを表 2に示す｡ 
6 主要な知見
第 1に,回答者の富地域への流入過程を検討する 
(間 1) 調査結果によると,3.%の回答者は富地｡ 17
域 (現住所で生まれた回答者と現住所以外の富地域
で生まれた回答者の合計)で出生していた｡さらに,
富地域以外の岡山県で生まれた回答者は587.%であ
るから,富地域以外で生まれた回答者のほとんども
やはり岡山県内生まれである｡ 富地域以外の岡山県
内における出生地を見ると,岡山県内にあるさまざまにわ
まな市町村 というわけでなく,その多くは真庭郡 
(28人),苫田郡 (17人),津山市 (6人)といった
富地域の近くにある市町村である｡ 以上を要約する
と,904%の回答者は岡山県内で生まれているが,.
出生地の大部分は富地域かその近くの市町村である
ということになる｡ 
10代をすごした場所についても,出生地とほぼ
同様のことが言える (間 5)｡31.7%の回答者は富
地域 (現住所で 10代をすごした回答者と現住所以
外の富地域で 10代をすごした回答者の合計)で 10
代をすごしていた｡さらに,富地域以外の岡山県で 
10 15%であるから,富地代をすごした回答者は6.
域以外で 10代をすごした回答者のほとんども岡山
県内で 10代をすごしていたことになる｡ 富地域以
外の岡山県内で 10代をすごした回答者がどこでそ
の時代をおくったかを見ると,岡山県内にあるさま
ざまな市町村であるというのでなく,その多くは真
庭郡 (28人),苫田郡 (18人),津山市 (8人)と
いった富地域の近くにある市町村である｡ 以上のこ
表 2 岡山県の郡を構成する町村
郡 郡を構成する町村
苫田郡 加茂町,富村,奥津町,上斎原村,阿波村,鏡野町
勝田郡 勝田町,勝央町,奈義町,勝北町
久米郡 中央町,旭町,久米南町,久米町,柵原町
英田郡 大原町,東粟倉村,西粟倉村,美作町,作東町,英田町
真庭郡 勝山町,落合町,湯原町,久世町,美甘村,新庄村,川上村,八束村 ,中和村
阿哲郡 大佐町,神郷町,哲多町,哲西町
上房郡 有漢町,北房町,賀陽町
川上郡 成羽町,川上町,備中町 
(港)本文で言及する郡だけをあげた｡ 
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とから,933%の回答者は岡山県内で 1代をすご. 0
していたが,そうした場所のほとんどは富地域かそ
の近くの市町村であるといえる｡
前任地についても,出生地や 10代をすごした場
所と同じような傾向がある ( ｡96間 6) .%の回答者
は現住地にずっと住んでおり,212.%の回答者の前
任地は富地域内の別の場所であった｡さらに,富地
域以外の岡山県が前任地である回答者は635.%であ
るから,前任地が富地域以外であっても,ほとんど
は岡山県内の市町村であるということになる｡ 富地
域以外の岡山県内における前任地を見ると,真庭郡 
(27人),苫田郡 (19人),津山市 (7人)といった
富地域の近くにある市町村が多い｡以上を要約する
と次のようになる｡ 942.%の回答者は現住所でずっ
と住んでいるか,富地域を含む岡山県内の別の場所
から現住所に移ってきた｡前任地は岡山県内のさま
ざまな市町村であるというわけでなく,そのほとん
どは富地域か近くにある市町村である｡
出生地,10代を過ごした場所,前任地を検討し
てきた｡この検討から,富地域に住む高齢女性の約 
30%は同地域の出身であり,流入者の多くも富地
域の近くにある市町村から流入して来たことが分か
る｡
第 2に,身体的健康度,身体的活動能力,モラー
ル,生活満足度を見ておく 既に述べたように,こ｡
れらはパーソナル ･ネットワークや集団加入に関す
る質問と並んで富地域高齢女性調査の核心をなす質
問である｡ 富地域におけるこれらの質問の回答を検
討するだけからは,同地域の高齢女性の特徴を指摘
しにくい｡他の地域でおこなわれた同様の調査の結
果と比較することで,富地域の高齢女性の特徴を明
確にできるのである｡ 前述のように,筆者はまった
く同じ質問を用いて岡山県の岡山市と高梁市で高齢
女性の調査をおこなった (野連ほか 1996;野連 
2006)｡この結果と比較することで,富地域の高齢
女性の特徴を指摘したい｡表 3は岡山市,高梁市,
富地域の高齢女性の,身体的健康度 (間21),老研
式活動能力指標 (間 19),モラ一ル (間20),生活
満足度 (間 23)の平均を対照的に示したものであ
る｡ 身体的健康度はもともと序列尺度であるので,
このままでは両者を比較しにくい｡そこで,便宜的
に間隔尺度と見なし,4 (健康)から 1 (健康でな
い)までの 4段階に置き換えて,平均値を計算した｡
表 3より,例えば,モラールの平均は,富地域の高
齢女性で 9.4 12,岡山市5,高梁市の高齢女性で 1.9
の高齢女性で 118 平均.0であることを読み取れる｡
値の差の検定によれば,富地域と岡山市の高齢女性
の間および富地域と高梁市の高齢女性の間には,身
体的健康度と老研式活動能力指標で有意差はない｡
ところが,富地域と岡山市の高齢女性の間および富
地域と高梁市の高齢女性の間には,モラールと生活
満足度では有意差がある｡ そして,富地域の高齢女
性は岡山市および高梁市の高齢女性よりものモラー
ルと生活満足度が低い｡今後,データの分析によっ
て,富地域に住む高齢女性は主観的幸福感 (モラー
ルや生活満足度)がなぜ岡山市や高梁市に住む高齢
女性よりも低いのかを究明したい｡
第 3に,町内会-の加入を検討する｡ 日本社会の
特徴として,町内会 (あるいは,自治会,町会,組
会などと呼ばれる地域集団)-加入する世帯の割合
が高く,そうした半強制的ないし自動的な地域集団 
-の参加が集団参加の中心をなしていることが指摘
されてきた (鈴木 1976)｡富地域の高齢女性を対象
におこなった本調査でもそうしたことがいえる｡ こ
の調査の回答者の99.%が積極的であれ,消極的で0
あれ町内会に加入していた (間 8)｡
さて,町内会は多くの機能を果たし,その機能が
包括的であると言われている (中村 1964)｡富地域
高齢女性調査では,町内会,婦人会,老人クラブと
いった地域集団が実施する各種の活動-の参加を尋
ねた (間 10)｡参加率の高い活動は,空き缶拾い 
(9. ,清掃 7.%)募金の協力 4.%)23%) (21 (81 ,
表 3 身体的健康度 ･活動能力と主観的幸福感の比較
富地蟻 (104人) 高梁市 (523人) 岡山市 (169人)
身体的健康度 (間20)
老研式活動能力指標 (間18)
モラ一ル (問19)
生活満足度 (間22) 
3.1 ( 05)3 .6
ll5 .4.9( 18) 
9.4 (35)5 .6
705 53).6 (1.1
3.5 (06)3 .2
ll6 .8.3 (21) 
ll2 .2.9 ( 36)… 
750 61).9 (1.8 '' 
3.2 (06)4 .0
ll6 .3.0 ( 16) 
ll8 .1.0 ( 36)… 
753 45)….1 (1.2
(注)括弧内の数字は標準偏差｡
身体的健康度は, 4 (健康)から 1 (健康でない)までの 4段階に置き換えて,平均
値を算出した｡
富地域と高梁市の高齢女性との間,および,富地域と岡山市の高齢女性との間で,平
均値の差の検定をおこなった (両側検定)｡ 
'♪<.10
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社会関係を取 り結ぶ相手の居住地別の人数を同じ81.
(
慶弔の世話 %),運動 ･レクリエーション･
ように多いものから少ないものへ並べると, (1)近%),盆踊り･祭り (33.433.
4
( %),総会に出旅行 
隣地蟻 (本稿では,歩いて 1594.3( %),成人式 ･敬老会 %)であった｡08.
3
(席 分以内の地域をこの
このことから,町内会をはじめとする地域集団が多 ように呼んでおく),(2)(近隣地域と富地域内を除
機能的であるとともに,かなりの高齢女性がそうし いた)岡山県内, (3)(近隣地域を除いた)富地蟻
0の,富地域内では 
内, 岡山県外の順になる そして, 人の回答(4) 1た各種の活動に参加していることが分かる ｡｡
28.以上の結果から,富地域の高齢女性は半強制的な 者は平均して,近隣地域では 
いし自動的な町内会に加入し,町内会,婦人会,老 044.3の,岡山県内では 4の,岡山県外では の17.
人クラブといった地域集団が実施する広範な活動に 社会関係を組織していた｡これらの数値から,高齢
参加し,地域社会の住民との共同 ･協力にも積極的 女性は岡山県外の相手とあまり社会関係を取り結ん
であるといえる｡ でおらず,ほとんどの社会関係を岡山県の内部 (近
第 4に,町内会以外の集団-の参加を検討する｡ 隣地蟻,富地域内,岡山県内のいずれか)で組織し
07.
9%)1.5( ていることがわかる｡ 数値を示せば,高齢女性は家加入率の高い集団は,老人クラブ ,趣味
23.族外で取り結んでいる社会関係の全体の 9 %を近
隣地蟻,富地域内,岡山県内のいずれかで組織して
(33
%),社会奉仕やボランテ
7.%),農協 31.2(の会 ･スポーツ団体 %),コ
12.2(ミュニティ協議会 
いる｡%)であった63.
1
( (間 ｡加入がかな)11ィアの会 
028. の社会関係を
高いものの,任意加入性が強く,自らの興味や関心 組織している (家族外で取 り結んでいる社会関係の
り自動的な地域集団である老人クラブ-の加入率が 高齢女性は近隣地域で平均して 
を満たす集団である趣味の会 ･スポーツ団体および
社会奉仕やボランティアの会にも比較的高い割合の
90.全体の4 %)から,近隣地域は社会関係を取り結
ぶ場所として重要であり,そこにおいて社会的な連
回答者が加入していることは注目に値する｡ 趣味の 帯があるといえる｡ 間 35の 〔間柄 ×居住場所〕の
会 ･スポーツ団体での活動が比較的盛んであること 表から,近隣地域で取り結んでいる社会関係の大部
は,公民館やカルチャー ･センターでの活動に過去 分は,近隣関係であることを読み取れる｡ また,高
)2
52.年以内に参加した回答者が 4 %にのぼることに
よっても裏づけることができる (間 1 ｡それから,
1 417.齢女性は岡山県内で平均 の社会関係を有してい
ることから,岡山県内は社会関係を取り結ぶ場所と
富地域は山村地域であるので,農協への加入率が当 して近隣地域に次いで重要であることも分かる｡ 間 
然のことながら高い｡
このような集団加入の実態は,つぎのように要約
できよう｡ 富地域の高齢女性の多くは町内会および
老人クラブといった半強制的ないし自動的な地域集
団に加入していたから,そうした集団への参加が集
団参加の中心をなしているといえる｡ 同時に,自己
実現のために任意に加入する趣味の会 ･スポーツ団
体および社会奉仕やボランティアの会への加入率が
35の
親族関係であることを読み取れる｡ つまり,高齢女
性のパーソナル ･ネットワークは近隣地域における
近隣関係と岡山県内における親族関係から主に構成
されている｡
前述のように,筆者はまったく同じ質問を用いて
岡山市や高梁市で高齢女性が取り結ぶパーソナル ･
〔間柄 ×居住場所〕の表から,その大部分は
;6ネットワークを調査している (野連ほか 199 野連 
比較的高いことにも着目すべきであろう｡ )6002 ｡今後,富地域の高齢女性が取 り結ぶパーソ
7
66.
第 5に,パーソナル ･ネットワークを検討する｡ ナル ･ネットワークを高梁市や岡山市の高齢女性の
間 2
3の社会関係を取り結んでいることが分かった｡
から間 34によって, 1人の回答者は平均して それと比較することによって,富地域の高齢女性が
取り結ぶパーソナル ･ネットワークの特徴を明らか
09.そして,平均して,同居家族と 2の,同居家族以
の社会関係を組織していた｡間 35に示
にしたい｡ 
157.外とは 
した 〔間柄×居住場所〕の表より,同居家族を除い (引用文献)
た相手の間柄別の平均人数を多いものから少ないも 469中村八朗,1
のへ並べると, (1)親族, (2)近隣者, (3)友人, 化に伴うその変質,近郊都市の変貌過程- ｣
,｢三鷹市の住民組織- 近郊都市
69
U
9
C
01
26.
(同僚 ･上司)の順となる｡ そして, 『三鷹市総合調査報告』, I 社会科学研究所, 
9の親族関係, の
2-
4()職場仲間 
1人の回答者は平均して, 921. 8.71-99
600.077.近隣関係, の友人関係, の職場仲間関係を 野連政雄,2
取り結んでいる｡ この中で,親族関係と近隣関係の ワーク』お茶の水書房.
多きが際立っている｡ 野連政雄 ･田中宏二 ･兵藤好美,1
600 ,『高齢女性のパーソナル ･ネット
,｢高齢女性 
-

4
｢富地域高齢女性のパーソナル ･ネットワークと主観的幸福感調査｣の基礎分析
の社会的支援ネットワーク特性と精神的健康の基
礎分析 (その 1)｣『岡山大学教育学部研究集録』 
No.102:55-72.
鈴木 広, 1976,｢都市社会構造論序説｣九州大学
社会学研究会編 『現代社会学の成果と課題』 ,70-
85. 
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問 1 あなたがお生まれになったのはどこですか｡ 
) 現住所で生まれた ) 外国で生まれた(4(1
? ? ??????? 
4(
4 
10
8.
0.
(3
10
%) 
0%) 
? ?
????? ? ? ??
 ?
? ? ? ?
? ?
? 
合 計) 現住所以外の富地域内で生まれた 
) 国内その他の場所で生まれた
〔(3 ) 国内その他の場所の内訳〕
(2
(3
? ??? 
???
7.61 (58%)1 (0%) 
2 (9%) 
1 (0%) 
1 (0%) 
55 (52%) 
1.
1.
1.
1.
9.
東京都
大阪府
兵庫県
島根県
???
1 0.(1%) 
??
67 (446.%) 
3) 国内その他の場所の人口規模別内訳〕
2005年の人口規模にもとづいて分類した｡ 
〔富地域以外の岡山県の市郡別内訳〕
〔(
2 4 9.(3%)%)9.(1村 100万人以上の市
%)町 合 67 (446.計 
6 %)8.(55万人以上10万人未満の市
4.
0.
%)16
(1%) 
苫田郡 17( 9.真庭郡 28 (26%) 
勝田郡 1 阿哲郡 1 0.(1%) 
津山市 6 8.(5%) 上房郡 1 0.(1%) 
川上部 2久米郡 4 9.(3%) 9.(1%) 
英田郡 1 0.(1%) 7.合 計 61(58%)
問 2 (現住所あるいは富地域生まれの人に)それではずっと富地域内に住んでおられるのですか｡ 
) 生まれてずっと富地域内に住んでいる 
) 富地域内で生まれたが,10年以内の他出経験あり 
(1
(2
8.30 (28 %) 
2 9.(1%) 
1) 富地域内で生まれたが,10年以上の他出経験あり(3 0.(1%)
1.合 計 33(3 7%)
問 3 あなたは富地域内に合計して何年間お住まいですか｡ (7カ月以上12カ月未満は 1年に切 り上げる)
0.富地域での平均居住年数は564年であり,標準偏差は1.151である｡
問4 では,あなたは現住所に合計して何年間お住まいですか｡ (7カ月以上12カ月未満は1年に切 り上げる)
8.現住所での平均居住年数は50 5年であり,標準偏差は12
(4
8.7である｡
(1
(2
(3
〔(
間 5 あなたは10歳から20歳までの10年間はどこで一番長く過ごしましたか｡ 
) 現住所ですごした ) 外国ですごした
) 現住所以外の富地域内ですごした 
) 国内その他の場所ですごした
3) 国内その他の場所の内訳〕
??
? ? ? ? ? 
? ? ?
? ? ?
? ? ?
? ? ? 
?
 
?
?
? 
 ??
10
2 
4(
9.
0.
(1
10
%) 
0%)
?? 
合 計 
? ? ?? ? ?? ? ? ??  ?  ?? ? ? ? ?? ? ? ? ? ??京都府 5.64 (61%) 
?
大阪府
? 
1.
3.
1 (0%) 
69 (66%)鳥取県
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〔(3) 国内その他の場所の人口規模別内訳〕
村 2 (.%)19
町 55 5.%)(29
5万人以上10万人未満の市 8 (.%)77
〔富 地域以外の岡山県の市郡 別内訳〕
苫田郡 18 (17.3%) 
勝田郡 1 (1.0%) 
津山市 8 (7.7%) 
久米郡 5 (4.8%) 
英田郡 1 (1.0%)
間 6 あなたは現住所に来る前はどこに住んでおられましたか｡ 
(1) はじめからここに (現住所)に住んでいる 
(2) 富地域内の別の場所に住んでいた 
(3) 国内その他の場所に住んでいた
合 計
〔(3) 国内その他の場所の内訳〕
京都府
大阪府
兵庫県
2 (19.%) 
3 (29.%) 
1(10.%) 
〔(3) 国内その他の場所の人口規模別内訳〕
村 2 (1.9%) 
町 56 (53.8%) 
5万人未満の市 1 (1.0%) 
5万人以上 10万人未満の市 7 (6.7%) 
〔富地域以外の岡山県の市郡 別内訳〕
苫田郡 19 (831.%) 
勝田郡 1 10(.%) 
津山市 7 67(.%) 
久米郡 7 67(.%) 
英田郡 1 (.%)10
真庭郡 2 2.%)7 (60
10万人以上20万人未満の市 1 (1.0%) 
100万人以上の市 3 (2.9%) 
合 計 69 (66.3%)
回答者が15歳当時の人口規模で分類した｡ 
真庭郡

阿哲郡

上房郡

川上部

合 計
 
10 96(.%)
 
22 2.%)
(12

72 6.%)
(92
10 1004 (0.%)
岡山県

合 計
 
20万人以上50万人未満の市 
50万人以上 100万人未満の市 
100万人以上の市
合 計
28 (692.%) 
1 (10.%) 
1 (10.%) 
1 (10.%) 
64 (156.%) 
66 (356.%) 
72 (926.%) 
2 (.%)19
1 (10.%) 
3 (.%)29

72 (92
6.%) 
2005年の人口規模にもとづいて分類した｡ 
阿哲郡
上房郡
川上部
岡山市
合 計 
1 (1.0%) 
1 (1.0%) 
1 (1.0%) 
1 (1.0%) 
66 (63.5%)
間7 平成 8年 (1996年)から現在までの10年間で,住所を何回変わりましたか｡ 
(1 0 回 10 9.%) 2 1回 29 合 14(0.%)) 1(71 () 3 (.%) 計 0 100
間 8 この調査では,自治会,町内会,組合などといった地域の住民自治組織を町内会と統一して呼ばせていただきます｡
お宅は町内会に加入していらっしゃいますか｡ 
(1 13 (90 () 加入していない) 加入している 0 9.%) 2
間 9 (町内会に加入している人に)現在,町内会の役員をされていますか｡ 
1 (10 合 計 14 (0.%).%) 0 1 0
48 10
(2 98(42 合 計 14(0.0.
(1) 役員をしている 5 (.%) (3) 非該当 (町内会に加入 していない) 1 (.%) 
) 役員をしていない 9.%) 0 100/) 
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間10 あなたの町内にある町内会,婦人会,老人クラブが主催する活動で,あなたが過去 1年以内に参加したのはどん
なことですか｡次のうちからあげて下さい｡いくつあげられても結構です｡ 
(1) 消防援助 0 (0%) 
(2)夜警 0 (0%) 
(3) 空き缶拾い 96 (92.3%) 
(4) 空き缶 ･空瓶回収 27 (26.0%) 
(5) 清掃 75 (72.1%) 
(6) 消毒 0 (0%) 
(7) 草花を道路に植える 26 (25.0%) 
(8) 道路の維持 ･修繕作業 5 (4.8%) 
(9) 募金の協力 50 (48.1%) 
(10) 成人式 ･敬老会 32 (30.8%) 
(l) 運動 ･レクリエーション･旅行 45 (43.3%) 
(12) 盆踊り･祭り 45 (43.3%) 
(13) 慶弔の世話 50 (48.1%) 
(14) 総会に出席 41 (39.4%) 
(15) いずれの活動にも参加したことはない 5 (4.8%)
間11 現在,あなたが加入している組織や団体をすべてあげてください｡いくつあげられても結構です｡ 
(1) 防犯協会 ･消防団 0 (0%) 
(2 2 19) 婦人会 (.%) 
(3 1 1.%)) 社会奉仕やボランティアの会 7 (63
(4) 子供会 (父兄として) 0 (0%) 
(5) P.T.A. 0 (0%) 
(6 5 5.%)) 老人クラブ 4 (19
(7) コミュニティ協議会 22 (21.1%) 
(8) 商店会 0 (0%) 
(9) 同業の組合または団体 1 (.%)10
(1) 農協 4 (310 2 2.%) 
(l ( 9 87) 生協 生活協同組合) (.%) 
(1) 政党 ･政治団体 (0%)2 0 
(1) 労働組合 (0%)3 0 
(1) 宗教団体 (.%)4 8 77
(15 3 29) 遺族会 (.%) 
(16) 学術研究団体 0 (0%) 
(17) 県人会 ･同郷団体 0 (0%) 
(8 ( 3 3.%)1) 趣味の会 ･スポーツ団体 公民館やカルチャー ･センターの活動も含む) 5(37
(19) ロータリークラブ ･ライオンズクラブ 0 (0%) 
(a) 講 ･無尽 0 961 (.%) 
(21 3 29) 住民運動の団体 (.%) 
(ZZ 4 3.8) 地区コミュニティの会 ( %) 
(3 2 (.%)Z) 花壇作りの会 19
(24 1 10) 御詠歌の会 (.%) 
(25 1 10) 男女共同参画 (.%) 
(zi ( 1 (.%)) 読み聞かせの会 小学生を対象) 10
∽) いずれの団体にも加入していない 15 (441.%)
間12 公民館やカルチャー ･センターで行われる各種講座や同好会などに過去 1年以内に参加されたことはありますか｡ 
) ある 7 (52 () ない 7 (48 14 (0.%)(1 4 4.%) 2 5 5.%) 合 計 0 1 0
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間13 (各種講座や同好会に参加された方-)参加されていたときは,どのくらい頻繁に活動されましたか｡ 
(1) ほとんど毎日 0 (0%) 
(2 1 (l5) 週に 1- 2回 2 l.%) 
(3 8 77) 月に 2-3回 (.%) 
(4 1 (l5) 月に約 1回 2 l.%) 
(5 1 (44) 年に数回 5 1.%) 
(6) ほとんど活動しなかった 0 (0%) 
合 計 7 4.%)4 (52
間14 (各種講座や同好会に参加された方-)どのような各種講座や同好会に参加したのですか｡いくつでもお答えください｡ 
(1) 趣味 ･娯楽 (絵画,陶芸 ,手芸 ,踊 り,俳句など) 38 (36.5%) 
(2) スポーツ (体操 ,ゲー トボール,水泳など) 22 (21.2%) 
(3) 教養 ･文化 (郷土史や時事問題の勉強会 ,読書会,英会話など) 1 (1.0%) 
(4) 生活実務 (料理 ,洋裁 ,着付けなど) 19 (18.3%) 
(5) 福祉 1 (1.0%) 
間15 現在,あなたは愛育委員をされていますか｡ 
(1 0 0 () 14(0.%) 合 計 0 1000/)) している (%) 2 していない 0 100 14( .0o
問16 一般的にいって ｢近所づき合い｣の仕方には,いろいろな程度のものがありますが,あなたは,次のうちのどれ
が望ましいものとお考えですか｡ 1つだけ選んで下さい｡ 
(1 3 (88) 心をうちわって,ざっくばらんに話したり相談したりする 0 2.%) 
(2 6 (96) お互いの生活を大切にして節度をもってつきあう 2 5.%) 
(3 9 87) ほどほどに調子を合わせるようにする (.%) 
(4 ( 3 29) 必要最小限のことに限ってつき合う あいさつだけなど) (.%) 
(5) 近所づき合いはできるだけしない 0 (0%) 
合 計 0 10014 (0.%) 
間17 では,あなたはこの町内で,実際にどの程度の近所づき合いをされていますか｡ 
(1 2 (21) 心をうちわって,ざっくばらんに話したり相談したりする 3 2.%) 
(2 5 (67) お互いの生活を大切にして節度をもってつきあう 9 5.%) 
(3 1 (54) ほどほどに調子を合わせるようにする 6 1.%) 
(4 あいさつだけなど) (4.%)) 必要最小限のことに限ってつき合う ( 5 8
(5 1 10) 近所づき合いはほとんどない (.%) 
合 計 0 10014 (0.%)
間18 外でちょっと立ち話をするような近所の人は,何人いらっしゃいますか｡こうした近所づきあいをされる相手が
ご夫婦の場合は, 2人として計算して下さい｡
平均は7.3 .66人,標準偏差は50である｡
間19 毎日の生活についてお伺いします｡以下の質問のそれぞれについて,あなたが普段やっていることには ｢はい｣,
やっていないことには ｢いいえ｣とお答え下さい｡ 
はい いいえ どちらともいえない 
(1 8 8.%) 7(63 0 (%)) バスや電車を使って 1人で外出できますか｡ 7(37 1 1.%) 0
(2 10 (62 4 (.%) 0 (0%)) 日用品の買い物ができますか｡ 0 9.%) 38
(3 12 (81 2 19 0 0) 自分で食事の用意ができますか｡ 0 9.%) (.%) (%) 
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(4 ) 請求書の支払いができますか｡ 2 (98 2 0 
( 銀行預金 ･郵便貯金の出し入れが自分でできますか｡ 97 (935 ) 7 %)7.(6 0 
( 年金 ･税金などの書類が自分で書けますか｡6) 90 (86 13 (12 1 
( 新聞を読んでいますか｡ 82 (787) 22 (21 0 
%) (1%) %) 
%) %) 
(0
(0
0.
(0
(0
(0
(0
(0
(0
(0
%) %) (1%) 
%) %) %) 
%) %) %) 
%) %) 
%) %) %) 
%) %) %) 
9.
5.
2.
2.
2.
3.
19
%) %) 
%) %) 
13)～(9)の質問項目は知的能動性尺度,()～()の質問項目は社会的役割尺度を構成す10
1.
3.
5.
8.
9.
1.
8.
7.
2.
3.
10
10
( 本や雑誌を読んでいますか｡ 81(778) 23 (21 0 
( 健康についての記事や番組に関心がありますか｡9 ) 1 (97 3 %)9.(2 0 
( 友だちの家をたずねることがありますか｡ 84 (8010 ) 20 ( 0 
(ll) 家族や友だちの相談にのることがありますか｡ 86 (82 18 (17 0 
( 病人を見舞うことができますか｡ 98 (9412 )
()13
6 8.(5 %) 0 
若い人に自分から話しかけることがありますか｡ 95 (91 9 7.(8 %) 0 
5)の質問項目は手段的自立尺度,(6
～()131)
8.5.
)～( 
お, ｢ .
間20 現在のあなたのお気持ちについてお伺いします｡どちらかお答えにくい質問があるかもしれませんが, ｢はい｣
｢いいえ｣でお答えください｡
(る｡そして, すべての質問項目は老研式活動能力指標尺度を構成する｡
れの尺度ごとに質問項目を加算した｡手段的自立尺度の平均は4
差は ,標準偏差は である80 9 14. ｡
どちらともいえない｣は として加算した｡,05
はい いいえ どちらともいえない 
9.

(1

｢はい｣を 1, ｢いいえ｣を 0とし,それぞ
9,標準偏差は0
6,老研式活動能力指標尺度の平均は11
6. 7.5,知的能動性尺度の平均は34.0,標準偏
0,社会的役割尺度の平均は34.9,標準偏差は0 な
0) あなたは自分の人生は年をとるにしたがって
だんだん悪くなってゆくと感じますか｡* 
(1 8.57 (54 %) 2.47 (45 %) 
??  
(0
(0
%) 
%) 
? ? 
) あなたは現在,去年と同じくらいに元気が
あると思っていますか｡ 
(2 00.51 (49 %) 0.53 (51%) 
?
5.さびしいと感じることがありますか｡* 38 (36 %) 5.66 (63 %))
)
なった,と思いますか｡ * 
) 家族や親戚や友人との行き来に満足 していますか｡ 
(3
(4
(5
? ? ??? ? ? ?
3.ここ 1年くらい,小さなことを気にするように 44 (42 %) 7.60 (57 %) 
?? 
?? 
? ? ?? ? 
? ? 
? ?
?
l.12 (l5%)5.92 (88 %) 
) 年をとって前よりも役に立たなくなったと思いますか｡* 
) 心配だったり,気になったりして眠れないことが
ありますか｡ * 
) 年をとるということは若い時に考えていたより,
(6
(7
(8
0.79 (76 %) 0.25 (24 %) 
〜??
8.57 (54 %) 2.47 (45 %) 
? ????
0.26 (25 %) 0.78 (75 %) 
0 (
0% ) よいと思いますか｡ 5.(86%) 
1.
(9
(1
(12
(1
(14
(1
) 生きていても仕方がないと思うことがありますか｡* 
0) 若い時とくらべて,今のほうが幸せだと思いますか｡ 
(l) 悲しいことがたくさんあると感じますか｡ * 24 (23 %) 
) 不安に思うことがたくさんありますか｡* %) 
3) 前よりも腹を立てる回数が多くなったと思いますか｡* %) 
) 生きることは大変きびしいと思いますか｡* %) 
5) 今の生活に満足していますか｡ %) 
4.
8.
14 %) 
56 (53 %) 
15 ( 89 
.
(
(
(
(
(
(
(
1(10% ) 
0% ) 
0% ) 
0% ) 
0% ) 
0% ) 
0% ) 
0% ) 
*は 逆転項目を示 す｡ 
5.(42%)47 
6.(79%) 080 
(58.%)7 03.43 (41 61 
(77.%)91.23 (22 081 
6.(29%) 01.76 (73 28 
3.(21%) 09.80 (76 24 
2.(43%) 0 
161312
(1
(1
(1
6) 物ごとをいつも深刻にうけとめる方ですか｡* 
7)心配ごとがあるとすぐおろおろする方ですか｡ * 
) 7,(,(,(,(の質問項目は心理的動揺尺度を構成する｡,() ) ) ) 1
7.60 (57 %) 44 
6.(57%) 03.45 (43 %) 59 
1514
9.
17
l)
1)
8.3.3.
7)
1.
5.
(4
,(),()の質問項目は孤独感 ･不満感尺度, 
そして,(～()すべての質問項目は主観的幸福感尺度 
モラール ･スケール)を構成する｡ ｢はい｣を 1, ｢いいえ｣を 0とし (逆転項目は逆に ｢はい｣をO, ｢いいえ｣を 1とし),
それぞれの尺度ごとに質問項目を加算した｡老いについての態度尺度の平均は1 7,標準偏差は1
平均は4 8,標準偏差は1 6,心理的動揺尺度の平均は3 8,標準偏差は1 2,主観的幸福感尺度の平均は9 4,標準偏差は 
36である｡
10),(2),(6),(8),()の質問項目は老いについての態度尺度,( ),(9),(3),(5
(PGC
5.
4.1,孤独感 ･不満感尺度の
なお, ｢ .どちらともいえない｣は,05として加算した｡ 
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間21 あなたの身体的な健康についてお伺いします｡現在,あなたは健康ですか｡それとも病気がちですか｡ 
(1 3 (56) 健康である｡ 7 3.%) 
()あまり健康であるとはいえないが,病気ではない｡ 2 5.%)2 6 (96
(3 5 48) 病気がちで寝込むことがある｡ (.%) 
(4) 病気で, 1日中寝込んでいる｡ 0 (0%)
合 計 0 10014 (0.%)
問22 あなたが,自分の生活の中で,一番生きがいを感じているものは次のうちどれでしょうか｡ 1つだけ選んで下さい｡ 
(1 5 (58) 家庭の建設にいそしんだり,子どもや孫の成長を見守ったりすることに,一番生きがいを感じる 8 5.%) 
(2 3 29) 会社で仕事をすることに,一番生きがいを感じる (.%) 
(3 2 19) ボランティア活動や町内会活動に,一番生きがいを感じる (.%) 
(4 2 (50) 趣味や娯楽で余暇を楽しむことに,一番生きがいを感じる 6 2.%) 
(25
(6 2 19
(5) 特別生きがいを感じるようなものはない 13 1.%) 
) その他 (.%) 
合 計 0 1 014 (0.%) 
問23 あなたは毎日の生活に,100点満点でいえば,何点ぐらいの生活満足感をお持ちですか｡
平均点は705,標準偏差は1.1.6 53である｡
間24 あなたは現在,結婚しておられますか｡次のうち,あてはまるものを 1つ選んで下さい｡ 
(1) 既婚 64 (61.5%) (4) 未 婚 1 (1.0%) 
(2)死別 37 (35.6%) 合 計 104 (100.0%) 
(3) 離婚 ･別居 2 (1.9%) 
問25 (夫と死別ないし離婚 ･別居 した人-)夫とはいつ死別 (あるいは,離婚 ･別居)されたのですか｡
〔夫と死別した年〕 
199 90 3(.%) 91 00 1 l.%)5-17年 29 19-20年 2 (l5
191 90 5(.%) 01 05 1 1.%)7-18年 48 20-20年 3 (25
191 19年 398- 90 4(.%) 
〔夫と離別 ･別居した年〕 
192 1(.%) 95 1 (.%)6年 10 17年 10
問26 現在一緒に生活 しておいでの家族員について,続柄,年齢,働いていらっしゃるかどうかを教えて下さい｡ (千 
供,または子供夫婦と同居 している場合には,その子供の続柄 (長男,次女など)を聞いておくこと｡)
〔同居家族員の有無〕
あ り な し 
夫 6. 0( 564 (15%) 4 38.%) 
同居している子供 41(94 6 6.%)3.%) 3 (15
同居 している子供の配偶者 2. 9 ( 025 (40%) 7 76.%) 
同居 している孫 2 2.%) 1(793 (21 8 7.%) 
同居 している母親 ( 9 87 9 9.%)実母または義理の母) (.%) 5(14
〔家族類型〕
本人のみ 1 (83%)9 1.
本人 +夫 34 3.%)(27
- 109二 
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(.%)
 
本人+子供 ( 6 58

本人 +子供 (夫婦) 10 96
夫婦)+蘇 (,%)
 
本人+夫+子供 ( 8 77
夫婦) (.%)
 
本人+夫+子供 ( l (06
夫婦)+蘇 l 1.%)
 
本人+(夫)+義理の母 (.%)
 4 39

本人+夫+子供 ( ( 5 48
夫婦)+母親 実母または義理の母) (.%)
 
本人 +(夫)+蘇 (.%)
 4 39

その他 3 29
(.%)
 
合 計 0 100
14 (0.%)
間2 7 もしあなたが 2-3カ月病気やけがで入院した場合,あなたの看病や世話を頼むことができる人がいますか｡も
し頼む人がいれば,その人の名前を教えてください｡
間2 8 急に 2-3万円のお金が必要になったとき,気がねなく借 りられる人はいますか｡もしいれば,その人の名前を
教えてください｡
間2 9 (働いている方に)あなたの職場での仕事について気軽に話をしたり,相談をしたりすることができる人がいま
すか｡もしいれば,その人の名前を教えてください｡
間3 0 近所の陰口や家族の問題などでちょっとした心配事があるとき,話を聞いてくれる人がいますか｡もしいれば,
その人の名前を教えてください｡
間31 何かのことで失望したり,悲しい出来事を体験してひどく落ち込んでいるとき,心からなぐさめてくれる人はい
ますか｡もしいれば,その人の名前を教えてください｡
間3 2 1週間,家族全員で家を空けるとき,植物に水をやったり,ペットに餌をやったり,配達品を預かってもらった
りといったような留守の間の世話を誰かに頼むことができますか｡もし頼む人がいれば,その人の名前を教えてく
ださい｡ここでは,同居する家族は除いて下さい｡
問33 調味料や自転車を借りたり,買い物などに車に乗せてもらったりすることはありますか｡もし頼む人がいれば,
その人の名前を教えてください｡ここでは,同居する家族は除いて下さい｡
間3 4 過去 3カ月以内に,電話で世間話をしたり,一緒に食事をしたり,お茶を飲んだり,一緒に散歩したりするよう
なことをした人はいますか｡もしいれば,その人の名前を教えてください｡ここでは,同居する家族は除いて下さい｡
問35 以上の 8つの質問で,おつき合いをされている相手の方のお名前をあげていただきました｡それぞれの方につい
て,もう少し詳しくお伺いします｡ 
1.その方の性別を教えてください｡ 
2.その方とは,どのような間柄ですか｡ 
3.その方は何歳ぐらいですか｡ 
4.その方が現在住んでおられるところはどこですか｡ 
5.あなたはその方と,どの程度頻繁にお会いになりますか｡ 
6.あなたはその方と,手紙や電話でどの程度頻繁に連絡を取り合いますか｡ 
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回答者は間27 間3 の質問に,重複を除いて60 .3- 4 9人の名前をあげた｡つまり, 1人あたり平均66人をあげた｡これを相手
の性別,闇柄別,居住地別に集計すると次のようになる｡単位は人であり,括弧内の数字は標準偏差である｡
〔性別〕
男性 19 12) 女性 47 24) 66 29).4 (.7 .0 (.2 合計 .3 (.2
〔間柄 ×居住場所〕
近隣地域 富地域内 岡山県内 岡山県外 合計
同居家族 09 08).2 (.6
親 族 .1(.5 02 06) . .2 03 07) .9(.005 08) .7(.1 15(3) .7(.2 26 18) 
近 隣 者 20 19) .6(.9 00
5
) ( 21 2l).3(.8 01 05) (
1
0 0 ) .9 (.l
友 人 .6(.6 02 07) .9(.1 0 8 ( 8 07 15)02 08) .4 (.7 01 06) . . ) .7(.8
職場仲間 0 0 00 05) ( 0
0
0 00 05)() .6 (.9 0 0) ()
70
.6 (.9
合 計 .0 (.9 07 12) .4 (.3 04 1l) .3 (.228 20) .3 (.0 17 14) .4 (.l 66 29)
問36 いまの 8つの質問で名前のあがらなかった,別居されている子供さんがおられますか｡ 
(1 5 5.%) 2 4 4.%) 合 計 0 100) いる 5 (29 () いない 9 (71 14 (0.%)
間37 名前のあがらなかった,別居されている子供さんは,全部で何人おられますか｡別居されているそうした子供さ
んそれぞれについて,もう少し詳しくお伺いします｡ 
1.その方の続柄 (例えば,長男,次男など)を教えてください｡ 
2.その方は何歳ですか｡ 
3.その方が現在住んでおられるところはどこですか｡ 
4.あなたはその方と,どの程度頻繁にお会いになりますか｡ 
5.あなたはその方と,手紙や電話でどの程度頻繁に連絡を取 り合いますか｡
回答者はこの質問に76 .3人をあげた｡つまり, 1人あたり平均07人をあげた｡これを子供の性別に集計すると次のようにな
る｡単位は人であり,括弧内の数字は標準偏差である｡
〔性別〕
息子 04 06) 03 06) 合 計 .3(.0.0 (.5 娘 .3(.1 07 08) 
同居および別居しているすべての子供の平均人数を集計すると,次のようになる｡
息 子 娘 合 計
0.0 .1 .03 01 04
同居している子供 (間26) 
(04) 03) 0.5).8 (.1 ( 1
0.8 .0 .83 06 09
間27-間34であげられた別居している子供 
(05) 06) 0.8).8 (.6 ( 5
0.0 .3 .34 03 07
間27-間34であげられなかった別居している子供 (間37) 
(06) 06) 0.8).5 (.1 ( 0
1.9 .3 .20 10 21
合
口 
計
P (.6 (.5 (.0■ 08) 08) 08)
問38 いまの 8つ質問で名前のあがらなかった,別居されているご自身の兄弟姉妹はおられますか｡ 
(1 7 7.%) 2 3 2.%) 合 計 0 100) いる 3(02 () いない 1(98 14(0.%)
間39 名前のあがらなかった,別居されているご自身の兄弟姉妹は,全部で何人おられますか｡別居されているそうし
た兄弟姉妹それぞれについて,もう少し詳しくお伺いします｡ 
1.その方の続柄 (例えば,兄,妹など)を教えてください｡ 
2.その方は何歳ですか｡ 
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3.その方が現在住んでおられるところはどこですか｡ 
4.あなたはその方と,どの程度額繁にお会いになりますか｡ 
5.あなたはその方と,手紙や電話でどの程度額繁に連絡を取り合いますか｡
回答者はこの質問に 19人をあげた｡つまり, 1人あたり平均 18人をあげた｡これをきょうだいの性別に集計すると次の6 .8
ようになる｡単位は人であり,括弧内の数字は標準偏差である｡
〔性別〕
兄弟 08 10) 姉妹 10 1l) 18 16).7 (.1 .2 (.l 合計 .8 (.3
同居および別居しているすべてのきょうだいの平均人数を集計すると,次のようになる｡
兄弟 姉妹 合 計
0 .1 
同居しているきょうだい (間2 6) 
0.1 0 00
(0.1 (0) (0. 0)0 ) 1
0.7 .6 .31 04 06
間2 7-間3 4であげられた別居しているきょうだい 
(04) 07) 0.9).5 (.9 ( 6
8 10 18
間2 7-間3 4であげられなかった別居しているきょうだい(間3 9) 
0.7 .2 .8 
(1.1) 1l) 16)0 (.l (.3
1.5 .8 .30 14 25
合
口 
計
P (.1 (.5 (.5■ 10) 12) 17)
問40 (子供と同居していない方へ)お子さんとはいずれは同居したいと考えていますか｡次のうち,あなたのお気持
ちに最も近いのはどれですか｡ 
) 今でも,可能なら同居したい 0 6
(2 1 l.%) 
(1 1 (9.%) 
) 自分が健康を害したり,家事などが不自由になったら同居したい 2(l5
(3) 夫が健康を害したら,同居したい 0 (0%) 
(4 1人になったら同居したい (1.%) ) 2 9
(5 1人になって,自分が健康を害したり,家事などが不自由になったら同居したい 0 96) 1 (.%) 
(6 2 2.%) ) 同居は全く考えていない 5 (40
(7 4 38) その他 (.%) 
合 計 63 (060/)6.o
問41 現在あなたが取り結んでおられる人間関係を全体として見た場合,周囲の人々との関係にどの程度満足していますか｡ 
) まったく満足している l 1.%)
 
(2 4 (52

(1 l (06
) かなり満足している 7 4.%)
 
(3 3 (46
) まあまあ満足している 6 3.%)
 
(4 8 77
) 少しだけ満足している (.%)
 
(5 2 19
) 全然満足していない (.%)
 
合 計 0 100
14 (0.%) 
間4 2 あなたのお住まいは次のどれにあたりますか｡ 
) 持ち家 一戸建て) 0 100(1 ( 14 (0.%) 
(2) 持ち家 (マンションなど) 0 (0%) 
(3) 民間の借家 (一戸建て) 0 (0%) 
(4) 民間アパー ト･マンション (賃貸) 0 (0%) 
(5) 市 ･県営住宅 (賃貸) 0 (0%) 
(6) 公団公社住宅 (賃貸) 0 (0%) 
(7) 社宅 ･公務員住宅 0 (0%)
 
合 計 0 100
14 (0.%) 
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間43 お宅では,今後とも現在住んでいる家 (現住所)に住むつもりでしょうか｡ 
(1 9 (23) 今後ともずっと住むつもりである 6 9.%) 
(2 4 38) できれば転居 したい (.%) 
(3 ( 4 38) 転居する予定である ほぼ決定 している) (.%) 
(4) わからない 0 (0%)
合 計 0 10014 (0.%)
間44 あなたは,富地域内にずっと住みたいと思いますか｡次のうち,あなたのお考えに近いものを 1つ選んで下さい｡ 
(1 7 (60) ぜひ,いつまでもここに住んでいたい 9 7.%) 
(2 1 (73) ここに住んでいたくないが,仕方がないのでずっと住むことになるだろう｡ 8 1.%) 
(3 3 29) できれば他に移 りたい (.%) 
(4) 最終的には,ふるさとに帰 りたい 0 (0%) 
) 1 0
(6 3 29
(5 ここで暮 らしたくない｡よそで暮 らしたいと思っている (1.%) 
) その他 (.%) 
合 計 104 (100.0%)
間45 あなたの現在のお仕事は,大きく分けてこの表のどれにあたりますか｡ 
(1) 経営者 (重役),役員 0 (0%) 
(2 1 10) 常時雇用されている一般従業者 (.%) 
(3 3 29) 臨時雇用,パー ト･アルバイ ト (.%) 
(4 ( 7 67) 単独 個人 ･自由業) (.%) 
(5) 自営業主 (雇っている人が 1- 4人まで) 0 (0%) 
(6 2 (12) 家族従業者 2 2.%) 
(7 ( 7 (83) 無職 専業主婦) 1 6.%) 
合 計 0 10014 (0.%) 
間46 (現在,働いている方へ)従業員 (雇われている人)は,会社全体で何人 くらいですか｡あるいは,役所にお勤
めですか｡ 
(1) 官公庁 0 (0%) (6) 3001 499^  0 (0%) 
(2) なし 29 (27.9%) (7) 500-999人 0 (0%) 
(3) 1- 4人 1 (1.0%) (8) 1000人以上 0 (0%) 
(4) 5-29人 3 (2.9%) (9) 非該当 (無職) 71 (68.3%) 
(5) 30-299^ 0 (0%) 合 計 104 (100.0%) 
間47 (現在,働いている方へ)従業先で,あなたはどんな仕事を現在されておられるのですか｡ 
(1 2 (79) 農林漁業従事者 9 2.%) 
()事務的職業 一般事務,経理事務,通信士など) (%)2 ( 0 0
(3 ( 2 19) 販売的職業 販売店員,外交員など) (.%) 
(4 ( 2 19) サービス的職業 接客員,理容師,料理人,家政婦,清掃員,運転手など) (.%) 
(5) 保安的職業 (警官,自衛官,守衛など) 0 (0%) 
(6) 生産工程従事者 (工員,大工,とび職,採掘作業など) 0 (0%) 
(7) 専門的職業 Ⅰ (研究者,大学教員,医師,弁護士,税理士など) 0 (0%) 
(8) 専門的職業 Ⅱ (保母,高校 ･中学校 ･小学校教員,看護婦,栄養士など) 0 (0%) 
(9) 専門的職業 Ⅲ (著述家,芸術家,宗教家,デザイナー,カメラマン,プロスポーツ選手など) 0 (0%) 
(1) 管理的職業 課長以上の管理職,議員,駅長,局長など) 0 (0%)0 (
6.%) 
合 計 0 1 0
(l) 非該当 (無職) 71 (83
14 (0.%) 
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間48 (現在,働いている方へ)あなたは 1週間に何日くらい働いていらっしゃいますか｡
働いている33 .3 .3人の平均日数は47,標準偏差は16である｡
問49 あなたが50歳頃のお仕事は,大きく分けてこの表のどれにあたりますか｡ 
(1) 経営者 (重役),役員 
(2) 常時雇用されている一般従業者 
(3) 臨時雇用,パート･アルバイト 
(4) 単独 (個人 ･自由業) 
(5) 自営業主 (雇っている人が 1- 4人まで) 
(6) 家族従業者 
(7) 無職 (専業主婦)
合 計
1 (.%)10
48 4.%)(62
12 l.%)(l5
7 (.%)67
1 (.%)10
23 2.%)(21
12 l.%)(l5
10 1004 (0.%)
間50 (50歳頃,働いていた方へ)従業員 (雇われている人)は,会社全体で何人くらいでしたか｡あるいは,役所に 
お勤めでしたか｡ 
(1) 官公庁 3 (2.9%) 
(2) なし 30 (28.8%) 
(3) 1- 4人 3 (2.9%) 
(4) 5-29人 40 (38.5%) 
(5) 301299^ 13 (12.5%) 
(6) 300-499人 
(7) 500-999人 
(8) 1000人以上 
(9) 非該当 (無職)
合 計 
間51 (50歳頃,働いていた方へ)従業先で,あなたはどんな仕事をされておられたのですか｡ 
(1) 農林漁業従事者 
(2)事務的職業 (一般事務,経理事務,通信士など) 
(3) 販売的職業 (販売店員,外交員など) 
(4) サービス的職業 (接客員,理容師,料理人,家政婦,清掃員,運転手など) 
(5) 保安的職業 (警官,自衛官,守衛など) 
(6) 生産工程従事者 (工員,大工,とび職,採掘作業など) 
(7) 専門的職業 Ⅰ (研究者,大学教員,医師,弁護士,税理士など) 
(8) 専門的職業 Ⅱ (保母,高校 ･中学校 ･小学校教員,看護婦,栄養士など)
 
()専門的職業 Ⅲ 著述家,芸術家,宗教家,デザイナー,カメラマン,プロスポーツ選手など)
9 (
(1) 管理的職業 課長以上の管理職,議員,駅長,局長など)0 (
(l) 非該当 (無職)
合 計
間52 あなたが最後に卒業した学校はどこですか (中退は卒業とみなします)｡ 
(1) 旧制尋常小学校/新制小学校 (未就学も含む) 
(2) 旧制高等小学校/新制中学校 
(3) 旧制 (高等)女学校 ･旧制実業学校 ･旧制師範学校/新制高等学校 
(4) 旧制高専 ･旧制 (女子)大学/新制大学 ･新制短大
合 計
間53 (夫のいる方へ)あなたの夫の現在のお仕事は,大きく分けてこの表のどれにあたりますか｡ 
(1) 経営者 (重役),役員 
(2) 常時雇用されている一般従業者 
(3) 臨時雇用,パー ト･アルバイト 
(4) 単独 (個人 ･自由業) 
1 (.%)10
1 (.%)10
3 (.%)29
7 (.%)67
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0 (0%) 
1 (.%)10
12 l.%)(l5
10 10004 ( .%) 
48 4.%)(62
6 (.%)58
3 (.%)29
6 (.%)58
0 (0%) 
27 2.%)(60
0 (0%) 
1 (.%)10
0 (0%) 
1 (.%)10
12 l.%)(l5
10 10004 ( .%) 
ll 1.%)(06
50 4.%)(81
39 3.%)(75
4 (.%)38
10 1004 (0.%) 
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(5) 自営業主 (雇っている人が 1- 4人まで) 13 (12.5%) 
(6) 家族従業者 1 (1.0%) 
(7) 無職 38 (36.5%) 
(8) 非該当 (夫はいない) 40 (38.5%) 
合 計 104 (100.0%)
問54 (夫が現在,働いている方へ)従業員 (雇われている人)は,会社全体で何人 くらいですか｡あるいは,役所に
お勤めですか｡ 
(1) 官公庁 o (0%) (6) 300-499人 0 (0%) 
(2 2 2.%) 7 0-99 0 0) なし 1(02 ()50 9人 (%) 
(3) 1- 4人 o (0%) (8) 1000人以上 0 (0%) 
(4) 5-2人 (.%) 9 (無職,夫はいない) 78 7.%)9 4 38 () 非該当 (50
10 14 (0.%)(5) 30-299人 1 (.%) 合 計 0 100
問55 (夫が現在,働いている方へ)従業先で,あなたの夫はどんな仕事を現在されておられるのですか｡ 
(1 2 (02) 農林漁業従事者 1 2.%) 
(2) 事務的職業 (一般事務,経理事務,通信士など) 0 (0%) 
10(3) 販売的職業 (販売店員,外交員など) 1 (.%) 
(4) サービス的職業 (接客員,理容師,料理人,家政婦,清掃員,運転手など) 0 (0%) 
(5) 保安的職業 (警官,自衛官,守衛など) 0 (0%) 
(6 ( 2 19) 生産工程従事者 工員,大工,とび職,採掘作業など) (.%) 
(7) 専門的職業 Ⅰ (研究者,大学教員,医師,弁護士,税理士など) 0 (0%) 
(8) 専門的職業 Ⅱ (保母,高校 ･中学校 ･小学校教員,看護婦,栄養士など) 0 (0%) 
(9) 専門的職業 Ⅲ (著述家,芸術家,宗教家,デザイナー,カメラマン,プロスポーツ選手など) 0 (0%) 
19
(l ( 7 (50
(10) 管理的職業 (課長以上の管理職,議員,駅長,局長など) 2 (.%) 
) 非該当 無職,夫はいない) 8 7.%) 
合 計 0 1 014 (0.%)
間56 (すべての方へ)あなたの夫が50歳頃のお仕事は,大きく分けてこの表のどれにあたりますか｡ 
(1 ( 4 38) 経営者 重役),役員 (.%) 
(87(2) 常時雇用されている一般従業者 61 5.%) 
(3) 臨時雇用,パー ト･アルバイト 5 (4.8%) 
(4 ( 1 (35) 単独 個人 ･自由業) 4 1.%) 
(5 ( 1 (l5) 自営業主 雇っている人が 1- 4人まで) 2 l.%) 
(6) 家族従業者 0 (0%) 
(7 1 10) 無職 (.%) 
(8 7 67) 夫はいなかった (.%)
 
合 計 0 100
14 (0.%) 
間57 (夫が50歳頃,働いていた方へ)従業員 (雇われている人)は会社全体で何人 くらいでしたか｡あるいは,役所

にお勤めでしたか｡
 
(1) 官公庁 12 (ll.5%) (6) 300-499人 1 (1.0%) 
(2) なし 20 (19.2%) (7) 500-999人 0 (0%) 
(3) 1- 4人 ll (10.6%) (8) 1000人以上 4 (3.8%) 
(4) 5-29人 37 (35.6%) (9) 非該当 (無職 ,夫はいなかった) 8 (7.7%) 
(5) 30-299人 ll (10.6%) 合 計 104 (100.0%) 
間58 (夫が50歳頃,働いていた方へ)あなたの夫が50歳頃,従業先でどんな仕事をされておられたのですか｡ 
(1) 農林漁業従事者 45 4.%)(33
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4 %)8.(3(一般事務,経理事務,通信士など) 
1.
7.
(9%) 
(8%) 
2(販売店員,外交員など) 
9(接客貝,理容師,料理人,家政婦,清掃員,運転手など) 
0
(警官,自衛官,守衛など) 
) 事務的職業 
) 販売的職業 
) サービス的職業 
) 保安的職業 
) 生産工程従事者 
) 専門的職業 Ⅰ (研究者,大学教員,医師,弁護士,税理士など) 
(2
(3
(4
(5
(6
(7
(0
1.(2
%) 
2%)22(工員,大工,とび職,採掘作業など) 
1 1.
9.(2
(0%) 
%)3) 専門的職業 Ⅲ (保母,高校 ･中学校 ･小学校教員,看護婦,栄養士など)(8
0
 (0
6.(910 
%) 
%) 
) 専門的職業 Ⅲ 
0) 管理的職業 
(l) 非該当 (無職,夫はいなかった)
合 計 
(9
(1
(著述家,芸術家,宗教家,デザイナー,カメラマン,プロスポーツ選手など) 
(課長以上の管理職,議員,駅長,局長など) 
8 7.(7%) 
104(1 00.%)
2_間59 あなたたちご夫婦 (夫婦でない場合は,あなた)には,現在どのような収入がありますか｡主なものを 1 だけ
あげて下さい｡ 
? ?? ?? ? ? ? ?
? ? 
? ?? ?? ? ? 
? 
? 
? ? ? 
0.
2.
1.
らくらいですか｡ 
) 年金,恩給 4( 0%) ) 子供からの援助,仕送り(4
(5
(6
) 仕事からの収入 0%) ) 預金からの引き出し 
) 家賃,地代,預貯金の利子や配当 (0%) ) 生活保護費 
間60 過去 1年間のあなたたちご夫婦 (夫婦でない場合は,あなた)の就業による収入と年金 ･恩給は,合計していく
10
(2
10(1
(2
(3
??
21 
1 
???? ? ? ?? ? ?
? ?
? ? ? ? 
? ? ? 
? ?? ?
(夫婦でない場合は,あなた)のすべての収入 
? ? ? ? ?
?
?  ??? ? ?  
) 100万円以下(1
) 101-200万円(2
) 201-300万円(3
間61 過去 1年間のあなたたちご夫婦 
(4) 301-400万円 9 7.(8%) 
?
(5) 401-500万円
10
7 
4(
7.
0.
(6%) 
100%)
? 
合 計 
10
7)1)
(4
(5
から(の合計)は,合
) 401-500万円 7 
4( 0
(間59の( 
計していくらくらいですか｡ 
?? 
? 
?  
? 
?  ?
??
???? ? ? ?? ? ー
? ? ?? ?
? ?
? 
? 
) 100万円以下(1
) 101-20万円(2
) 201-30万円(3
) 301-400万円 6.(910 %) 
7.
0.
(6
10
%) 
%)合 計 
3.
0.
(9
10
(31.
間62 電子メールを送受信したり,ホームページを見たりするためなどのために,あなたはインターネットを利用され
ますか｡ 
(1
(2
) よく利用している (9%) ) 利用しない 3%) 
) ときどき利用している 4 (100%) 
2 97 
5 8.(4%) 合 計 
???? 
? 
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